
宮城県栗原市 企業版ふるさと納税
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①法人住民税
　寄附額の４割を税額控除。（法人住民
　税法人税割額の 20％が上限）
②法人税
　法人住民税で４割に達しない場合、　
　その残額を税額控除。
　ただし、寄附額の１割を限度。（法人
　税額の 5％が上限）
③法人事業税
　寄附額の２割を税額控除。（法人事業
　税額の 20％が上限）

損金算入による軽減効果
国税+地方税　 約３割

①法人住民税+②法人税　
約４割

法人事業税
約２割

企業負担

約１割

通常の寄附 企業版ふるさと納税を活用した寄附

におけるメリット

貴社 栗駒山麓から
地球とわたしの
未来を考える。

「自然災害との共生と豊穣の大地の物語」
　　Theme of  Mt.kurikoma Area Geopark

M
t.Kurikom

a Area Geopark PROJECT　



◆ 貴重な地質・地形遺産の保全へ向けた研究活動支援
◆ 主要なジオサイトの散策路や柵等のハード整備
◆ 地域の自然・文化資源を計画的に守るための保全指針策定

◆ 環境負荷の少ないアクティビティやジオツアーの開発と実践
・栗駒山麓ジオトレイルの整備
・ジオツアープログラムの開発と実践
◆ 栗駒山麓ジオパーク特産商品「　　　　　　　　　」認証制度の活用
・認定商品（菓子・飲料・おみやげ部門）の販路開拓・拡大へ向けた基盤づくり
・認定商品（飲食店部門）の利用者増へ向けた事業の実施

★研究成果に基づいて、ジオサイト（＝地域の価値ある地質・地形遺産）や自然、それに関連する
歴史・文化を正しく守るための基盤づくりが進みます。

★ジオサイトやそれに関連する地域の自然・文化資源を、良好な状態で活用し、未来に受け継ぐための保全活動が進められます。
★環境保全（特に地質・地形遺産）の分野において、国内外で参考となる新たな事例をつくることができます。
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◆ あらゆる世代へ向けた 栗駒山麓ジオパーク学習プログラム開発と実施 
◆ ジオパークの教育機会にアクセスし易くする デジタル教材 の作成
◆ 主要ジオサイト「荒砥沢地すべり」の世界的価値向上へ向けた活用機会創出

★あらゆる世代の人々が、地球と暮らしの結びつきに気付くことで、地域の貴重な自然や文化を守る
気持ちを育むことができます。また、大地や自然の成り立ちへの理解を深めることで、防災・減災
への意識向上につながります。

★栗原のみならず、国内外で発生した自然災害の事実を継承することで、将来的な災害リスクの軽減につながります。
★地域の貴重な自然・文化資源を適正に利用できる人材が育つことで、その恩恵を継続的に得ることができます。

◆ユニバーサルデザインを意識した誰もが楽しむことのできる拠点施設整備
・ビジターセンターのシアター映像コンテンツの追加、展示什器の整備
・ビジターセンターの利用者増加と維持へ向けた取り組み
・ ジオパークエリア内の情報発信拠点の展示整備

★誰もが気軽に栗駒山麓ジオパークに親しむことができる環境整備・運用が進みます。
★各展示を通して、栗原の自然・文化資源が有する魅力を、来訪者に明確に伝えることができます。
★栗駒山麓ジオパークの取り組みを応援してくれるファンやリピーターの醸成につながります。

★アクティビティやジオツアーが地域に定着することで、誰もが気軽に栗駒山麓ジオパークを楽しむ
ための環境整備・運用が進みます。

★事業主体と来訪者が、地域の自然・文化資源の適正な利用をすることで、その恩恵を継続的に得る
ことができます。

★市場調査等を通じた定量的・定性的な情報を基に、顧客のニーズと当該認証制度の目的を加味した商品として販売し、
販路拡大につなげることができます。

★各事業を通じて、地域内に新たな人の繋がりを生み出すことで、新規事業や活動への展開、経済効果が期待できます。

来館者数  32,022 名
（2019 年４月１日～ 2021 年３月20日）

栗駒山麓ジオパークビジターセンター

　　「地震直後の栗駒山と荒砥沢ダム」　　写真提供：林野庁 東北森林管理局
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